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〔142〕小氷塊を用いて冷却した
コンクリートの諸1
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2 実 験の概要

検討因子と評価項目を表 1に示す。今回
の実験では ①

環境温度、②コンクリ
ー トの種類 (表2の配合表参照)、

③氷塊の形状とその使用量を主な
パラメータとした。なお、

コンクリー トの練り混ぜ方法は図 1に 評価方法の詳細に

関しては以下に示すとおりである。

(1)練 り混ぜ特性!練り混ぜ時の負荷電力値を測定
した。

(2)フ レッシュ用生,コンクリ
ー ト温度とスランプ (ス

ランプフロ
~)値 及びその経時変化を測定した。

(3)強 度特性 :圧縮強度 (材齢 28日 )を 測定
した。

(4)ブ ロツク供試体評価 :柱部材を想定した
lXl× 1

mの ブロック供試体 (上端 下 端は断pll状態)を 作製し、

中心部の温度を打設直後から連続的に計測した。
さらに、

ヨア供試体を抜き出し圧縮強度 (材齢 91日 )を測定した。

3 実 験結果

3 1 練 り混ぜ特性
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1 は じめに

ヨンクリートを冷却させることは、①マス
ヨンクリー トの温度ひび割れ防止対策、②暑中

コンクリート

における所要水量増加 輸送中のスランプ低下 打込み
時の急激な廃結等への対策、として効果的である。

本稿では、米径 25mn～ 15111h程度の小氷塊
を用いて冷却したヨンクリ

ートの諸特性を定量的に評価

した。さらに、高強度 (高流動タイプ)ヨ
ンクリー トヘの適用性を実機製造レ

ベルで検証した。
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国 1  練 り混ぜ方 法

図 2には、練り混ぜ負荷電力値測定時において、電力値       円
t Fフ 匹‐力体

が安定域にコ1遊し氷が完全に溶解した時間と氷塊径と
の関係を示す。図より、水塊皇が多いほど、水塊径

が大きいはど、環境温度が低いほど多1達時間は長くなるllR向に
ある。ここで、現実的な利用法として、①

練り混ぜ時間120秒以内、②氷塊を練り混ぜ中に完全に溶解
させて製造すること、を前提とした場合、環

境温度20℃では5mn以 下、30℃では101■ln以下
の米塊を使用することが望ましいと判断できる。但し、

使用水塊量を低減させれば、水径をさらに大きくして使用す
ることも可能である。
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図 2 安 定域コ遭時間と米径の関係 図3 水 境を使用したコカリトのスランフ及びわンフフD値

直後      6 0 分 慎

水な使用

水慎駒 E鶴 喜産 (V純 )

図4 圧 縮強度特性

表-3 実 機製造裕兵一覧

直空      6 0分 と

水■ 月

3 2 フ レッシュ 強 度特性

図3に は、水塊を使用した各種ヨンクリートのスランプ (スラ

ンプフロー)値 、コンクツー ト温度とその経時変化を、水使用時

と比較して示す。図より、氷塊が練り混ぜ中 (2分聞)に 溶解す

るケース (図2参照)で は、スランプ (スランプフま―)値 は増

大し流動性が改善される傾向にあるが、溶解しないケースでは流

動性は著しく低下し、経時 60分後でも溶解するケースと比較して

値は低下ltB向にある。また、冷却効果としては使用水塊量が多い

ほどその効果は大きいが、いずれも練り上がり時で 15～20℃程度

低下させることが可能である。
一方、図4に は氷塊使用時の圧縮強度を水使用時と比較して示す。図

より、環境温度 氷 径 コ ンクリー トの種類によらず、水使用時と同等

の強度特性が得られることが確認された。

3 3 実 機製造試験結果

高強度コンクリートを対象に、外気温 23～30℃程度の条件下で

実機製造した (水塊径は 15mltl程度)。表 3には、試験結果の一

覧を示す。表より、実機製造においても冷却効果 流 動性改善効

曇督]揖患!量道をば署督埜宣亀品転岳なた子ご言頴孟京ξlモ :
図5には、ブロック供試体の中心部における温度履歴を示す。  ミ

図より、水塊を使用することで打ち込み温度が低下させた分だけ、 「

最高到達温度も低減できていることがわかる。

4 結 論

以上の検討より、状況に応じて適切な米径の水塊を使用すれば、冷却効果及び流動性改善効果を兼ね備

えたコンクリー トが製造可能であること、さらに、マスヨンクリー ト部材の温度上昇をIP制できる可能性

のあることが明らかとなつた。今後は、合理的な製造システムの開発が課題であると考えられる。

【謝辞】本研究に際し、療瀬啓介氏(」ヒ陸tルト販売(株))には多大なる協力を頂いた。ここに記して感謝を表する。
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